


トリコデルマ属菌の観察

使用培地：オートミール寒天平板培地、もしくは２％ＭＡ平板培地

観察

　培地上に三点接種する。22℃前後で12時間毎に明暗をつけ培養する。簡易な方法として

は陽射しの入る窓際等におき、培養してもよい。培養菌糸が接触する部分か、シャーレの

縁等で胞子形成が多い。菌叢が緑色になる直前、まだ白い感じがするときに、フィアライ

ドの形態等の観察を行う。観察は、菌叢を掻き取り、100％エタノールで軽く洗った後、

ドライウエルでマウントすると観察しやすい。長期にプレパラートを取っておくときには

ラクトフェノール等を使用する。また、カバーグラスをかける前に、実体顕微鏡下でみな

がら、よくほぐしておくことが大切である。

観察するポイント

・胞子の形

・大きさ

・胞子の表面構造

・フィアライドの付き方

・フィアライドの形

・菌叢の色

など
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・サンプルNo.：回収した菌床につけたNo.を記入する。

・主に分離された菌：回収した菌床から分離された菌を記入する。

・備考：分離方法やなにか気付いた点があれば記入する。

様式3

目的　落下菌調査時のデータのとりまとめに使用する

・調査日時：様式1に同じ

・調査者：様式1に同じ

・所有者：様式1に同じ

・住所：様式1に同じ

・施設の形態：様式1に同じ

・調査時の温湿度・換気：様式1に同じ

・作目及び品種：様式1に同じ

・整理番号：様式1に同じ

・栽培個数：様式1に同じ

・落下菌調査実施個所：調査を実施した場所（培養室、発生室等）を記入する。

・サンプルNo.：調査したシャーレにつけたNo.を記入する。

・コロニー数：再生してきたコロニー数を記入する。

・平均値：再生してきたコロニー数の合計を枚数で割った値を記入する。

・主に再生してきた菌：調査において主に再生してきた菌を記入する。

・備考：特記事項（開放時間等）を記入する。



　　（4）被害率の評価

調整された培地のうち、害菌発生により収穫のなかった菌床の割合（％）で評

価する。数が分からない場合は、収穫量等から推定する

野帳の内容に関する説明

様式1

目的　調査を行う上での基礎となるデータの収集を目的とし、ある程度の被害度や発生し

ている害菌類の情報を記録する。

・調査日時：調査した日時を記入する。

・調査者：調査を実施した人の名前を記入する。

・所有者：調査を行う栽培施設の所有者や団体名を記入する。

・住所：調査を行う栽培施設の住所を記入する。

・施設の形態：ハウスおよび空調施設の別。

・調査時の温湿度・換気：調査を行ったときの施設内の温度及び湿度の記入する。

　調査した施設の一日当たりの換気時間の記入する。

・作目及び品種：栽培されているきのこの種類及び品種の記入する。

・整理番号：整理番号の記入する。（整理番号の振り方についてはまだ決めていない）

・栽培個数：施設内で栽培される菌床の個数（年当たり、日当たり等）を記入する。

・抽出個数：調査を行った菌床の個数を記入する。抽出は、無作為に行う。

・No.：抽出し、調査を行った菌床のNo.を記入する。30個以上のサンプルを調査するこ

とも考えて、10の位は自分で記入する。

・正常・異常：正常ならば正常の欄にチェックし、異常が認められるものには、発生して

いる害菌（病原菌）の欄にチェックし、特記事項があれば備考欄に内容を記入する。

様式2

目的　被害菌床からの直接分離時のデータを取りまとめることを目的とする

・調査日時：様式1に同じ

・調査者：様式1に同じ

・所有者：様式1に同じ

・住所：様式1に同じ

・施設の形態：様式1に同じ

・調査時の温湿度・換気：様式1に同じ

・作目及び品種：様式1に同じ

・整理番号：様式1に同じ

・栽培個数：様式1に同じ

・回収した場所：分離を行う菌床を回収した場所（培養室、発生室等）を記入する。



　　（2）落下菌の調査

　　　　目的：空気感染ルートによると思われる害菌の特定および浮遊している胞　　　

　　　子数の把握

　　　　方法

　　　　・使用培地：培地組成(1ｌ当たり）

　 ペプトン　　 6g

　 デキストロース　 10g

　 KH2PO4 　 0.5g

MgSO4･7H2O 　 0.5g

ローズベンガル 0.05g

ストレプトマイシン 0.04g

寒天　　　　　　　 16g

　 内径90ｍｍに15-20ml分注したもの

・施設内においてシャーレを解放（1,3,5分間を目安とする）した後、すばやく

ふたをし、22℃前後で培養を行う。８から12時間後に、一度カウントし、さらに

22から26時間後にもう一度カウントする。但し、シャーレ一枚において10～100コ

ロニーの範囲のシャーレのみデータとして使用し、結果は、コロニー数／分・枚

で評価するものとする。

　　（3）施設内からの分離

　　　　目的：害菌が混入する箇所になっていると思われる施設については、特に　　　

　　　施設内のどこに害菌が潜んでいるか特定するために、施設内からの分離を行う。

　　　　調査対象施設

　　　　　・加湿器内

　　　　　・浸水槽

　　　　　・注水用の水

　　　　　・施設内の埃　等

　　　　方法：調査対象となる施設の一部やほこり等を培地に置床し、しばらく培　　　

　　　養後再生してきた菌糸の先端部を切り出し、新しい培地に移す。



菌床栽培施設における害菌調査要領

1,　調査対象とする害菌

　　・トリコデルマ　　　　　

　　・ペニシリウム,アスペルギルス　　　　

　　・ケカビ,クモノスカビ　　　　　　　　　

　　・アカパンカビ　　　　

　　・その他

　　

2,　調査方法

　　（1）被害部分からの直接分離

　　　　目的：肉眼により被害が確認された菌床から直接目的の菌を分離する。

　　　　方法：

　　　（a)観察

　　　　・外観的特徴を観察する。

　　　　・写真を撮る。　

　　　　・顕微鏡により害菌を観察する。

　　　（b）被害部分からの分離

　・使用培地：PDA平板培地（ローズベンガル入りが望ましい）

　　　　・培地に直接置床し、再生してきた菌糸を拾う。ただし、以下のように、　　　

　栽培形態や栽培行程によって分離方法を検討する。（胞子生産を行っている菌について

はこの時点で、単胞子分離することが望ましい。）

　　　　パターン1：培地がむき出しの状態（発生ににかけたシイタケ菌床や、ヒ　　　

　　　　　　ラタケ菌床の発生処理後の発生面等）では、そのまま分離する。

　　　　パターン2：袋栽培の場合、袋を破り被害部分から直接掻き出す。

　　　　パターン3：瓶栽培の場合、被害部分をよく焼いたメス等で瓶壁を切り取　　　

　　　　　　り、被害部分から分離する。

　　　　注：分離された菌が、最初に観察した菌であるかを確認する。


